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《決算補足説明資料》 平成28年5月16日

１．平成２８年３月期　連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２８年３月期 連結営業利益の
(億円) 前年同期比 69億円 増加の要因

億円

・生産、売上、代価増減

・変動費

・固定費

・為替差益（＄ 104円→115円）

当期純利益 ・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上実績　（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

《受注残高》 (億円)

20
180

287
(265)

0.160.290.45Ｄ／Ｅレシオ

産 業 機 械 1,291 1,055 236
不 動 産 他 6 7

101395496有利子負債残高

単　　　独

－18321ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

2.5%3.9%6.4%売上高営業利益率

合　計 1,992 2,109 △ 117
(内、輸出) (997) (1,132) (△135)

△ 1

H２８年３月期 H２７年３月期 差　　異

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 695 1,046 △ 351

1,946
(内、輸出) (974) (1,031) (△57) (内、輸出) (1,109) (844)

合　計 2,116 2,059 57 合　計 2,233
不 動 産 他 39 20 19 不 動 産 他 40 20
産 業 機 械 1,678 1,353 325 産 業 機 械 1,443
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 397 684 △ 287 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 748 662

1,263

純Ｄ／Ｅレシオ △ 0.11 △ 0.07 △ 0.04

前年対比売上が素形材・エネルギー事業：13％、産業機械事業：14％、伸張した。
素形材・エネルギー事業は、採算の良いクラッド鋼管の売上、及び国際市況の軟化の影響による原材料費
の減少によって、大幅に利益が改善した。産業機械事業は、売上増加による操業差益のほか、円安による
メリットも享受したことで、増益基調を維持した。

H２８年３月期 H２７年３月期 差　　異 H２８年３月期 H２７年３月期

86

差　　異

2

69

△ 187 △ 56 △ 131 －
△ 166 △ 53 △ 113 213%

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 46 22 24 －
単　　　独 95 70 25 － 12

53%

単　　　独 87 45 42 －
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 57 30 27 －

経常利益 141 92 49
0

40

営業利益 (※) 144 75 69 92% 15

H２８年３月期 H２７年３月期 差　異 前期比

売 上 高 2,233 1,946 287

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 472 412 60 －

15%
単　　　独 1,761 1,534 227 －
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２．平成２９年３月期　連結業績予想について

（１）損益計画 （２）※H２９年３月期  連結営業利益予想の

前年同期比 △24億円 減少の要因

(億円)

億円

・生産、売上、代価増減

・変動費

・固定費

・為替差益（＄ 115円→119円）

当期純利益 ・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上計画（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

（４）設備投資計画
(億円)

(△16)
△ 33
△ 20

157
△ 168

差　　異

△ 24

△ 13

31

4

23

△ 69

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 63 57 6 －
単　　　独 57 87 △ 30 －

不 動 産 他 1 0
合　　　計 96 140

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 47 90
産 業 機 械 47 49

H２９年３月期
予想

H２８年３月期
実績

2,233
(内、輸出) (891) (974) (△83) (内、輸出) (1,093) (1,109)

合　計 2,200 2,116 84 合　計 2,200
不 動 産 他 20 39 △ 19 不 動 産 他 20 40
産 業 機 械 1,620 1,678 △ 58 産 業 機 械 1,600
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 560 397 163 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 580 748

1,443

純Ｄ／Ｅレシオ 0.04 △ 0.11 0.15

素形材・エネルギー事業は、償却費の負担減少はあるものの採算の良かったクラッド鋼管の売上が大幅に
減少したことが響き、前年比減収減益となる見込み。
産業機械事業は、更なる規模拡大のための固定費が増加するが、売上が引き続き10％以上伸張すること
による高効率生産で増収増益を確保する計画。

H２９年３月期
予想

H２８年３月期
実績

差　　異
H２９年３月期

予想
H２８年３月期

実績

有利子負債残高 502 496 6
Ｄ／Ｅレシオ 0.43 0.45 △ 0.02

売上高営業利益率 5.5% 6.4% △0.9%

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 20 21 △ 1 －

80 △ 166 246 △148%

単　　　独 60 △ 187 247 －

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 37 46 △ 9 －

経常利益 120 141 △ 21 △15%
単　　　独 83 95 △ 12 －

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 420 472 △ 52 －
営業利益 (※) 120 144 △ 24 △17%

単　　　独 1,780 1,761 19 －

H２９年３月期
予想

H２８年３月期
実績

差異 前期比

売 上 高 2,200 2,233 △ 33 △1%
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